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Ⅰ 教育委員会 

１．教育委員会の会議 

（１）定例教育委員会 １２回開催 

    各種委員の委嘱・任命、条例・規則・要綱の制定・改廃、行事の後援・共

催承認、教科書の採択、就学指導候補者の承認、教育費予算の同意、幼稚園

長・社会教育指導員・家庭教育指導員・教育支援センター指導員の任命、学

校医等の委嘱、要保護及び準要保護児童生徒の認定、幼稚園に関すること、

教育関係施設改修状況、社会教育計画（案）並びに生涯学習・公民館・図書

館主催教室、講座（案）等について審議した。 

（２）臨時教育委員会 １回開催（３月１２日） 

    県費負担教職員の任免その他進退に関する内申を審議した。 

２．教育委員の学校訪問 

   教育委員は独自に毎月担当校を訪問し、必要に応じて定例教育委員会で報告、

協議を行った。教育委員学校施設訪問を１０月７日に実施し、こじゅりんこど

も園、東庄中学校の改修、修繕の必要な箇所を精査し、次年度の予算要求を審

議した。 

 

Ⅱ 学校教育 

１． 教育施策 

〇 こども園や小中学校での教育を通して学んだことを豊かにしていくことがで

きる「生きる力」の育成及び社会の中で個性が輝く「人間力」の醸成を図る。 

〇 子どもたちが主体的に学ぶことのできる環境を整備する。 

〇 小学校統合にあたって「学校・家庭・地域社会」がより緊密に連携し、本町に

根付いた特色ある学校づくりを進める。 
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（１）教育内容の充実 

① 情報化やグローバル化など、急激な社会的変化に対応するために必要な知識

や技能を身に着けることのできる教育を推進する。 

② 総合的な学習において、地域との連携を強化し、本町の良さを実感できる教

育活動を推進する。 

③ 子どもたちの「知・徳・体」の向上を図り、個性や能力を引き出していくた

めに、アクティブ・ラーニングなどに取り組み、主体的に学ぶことのできる教

育を推進する。 

④ 地域の農産物に対する理解と関心を高め、よい食習慣や食生活の知恵を身に

つけるために、食育の推進に努める。 

⑤ 障害のある児童に対し、一人ひとりに応じた指導や支援（特別支援教育）の

ために学習支援員を充実するとともに、障害のある児童と障害のない児童が可

能な限り共に学ぶインクルーシブ教育システムの構築を検討する。 

⑥ 選挙年齢が満１８歳以上に引き下げられたことに伴い、学校教育において、

政治的中立を確保しつつ、主権者教育を推進する。 

⑦ 小学校統合に伴い、教育は地域全体で取り組むものという意識のもと、ミニ

集会や学校公開を積極的に行うなど「学校・家庭・地域社会」がより緊密に連

携しながら地域一体となった教育の実現を図る。 

（２）教育環境の整備 

① 適切な規模での学校教育を維持するため、小学校の統合を進める。 

② 老朽化した学校給食センターの新センター建設を進める。 

③ 認定こども園の設置 

２．令和元年度の重点 

（１）千葉県教育振興基本計画をベースに教育振興を図る。 
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（２）指導主事制度を生かし、教師の指導技術の向上を図り、児童生徒に確かな学

力をつける。 

（３）全国学力・学習状況調査の結果を分析し、学力の向上を図る。 

（４）早寝、早起き、朝ご飯、外遊びの励行により強靭な身体・体力を培う。 

（５）幼・小、小・中の連携を強化し、交流活動をより多く取り入れる。 

（６）地域の教育力を生かす。（地域の歴史、伝統文化、工芸、音楽、スポーツ、

栽培、読み聞かせ等） 

（７）子どもの表現力･コミュニケーション能力の一層の向上を図る。 

（８）読書を励行し「読書好きな子ども」を育てる。 

（９）安全・安心な環境づくりと、子どもの危険予測能力・回避能力を育成する。 

３．学校教育の振興 

（１）学校・幼稚園規模 

                      令和元年５月１日現在 

校（園）名 児童生徒数 住  所 校（園）長名 職員数 

こじゅりん 

こども園 
    ６２ 笹川い４７１３－２９ 玉井 富三    ９ 

神代小学校     ７３ 窪野谷１６６１ 宮﨑 豊   １５ 

笹川小学校    ２５１ 笹川い４７１３ 菅谷 忠由   ２８ 

橘 小学校     ８４ 今郡５５８ 関口 喜代美   １４ 

石出小学校     ７９ 石出１５９９ 大槻 富保   １３ 

東城小学校     ８６ 小南９４１ 香取 真史   １３ 

東庄中学校    ３２８ 青馬１７５６ 石橋 宏克   ２８ 

（２）教育相談 

   毎月、第２水曜日の１３：３０～１６：００に実施したが、相談はなかった。

ほかに、電話等での相談は、随時受付けている。 

（３）東庄町長期欠席児童生徒対策委員会 
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    東庄町長期欠席児童生徒対策委員会委員の異動があったため、４月２５日

に５人の委員の委嘱を行った。東庄町長期欠席児童生徒対策委員会を７月２

５日に開催し、長期欠席児童生徒の指導・助言、防止対策等について審議し

た。 

（４）東庄町教育支援委員会 

    東庄町教育支援委員の異動があったため、４月２５日に３人の委員の委嘱

を行った。委員会を１１月２２日に開催し、心身に障害を持つ児童生徒の継

続的な教育支援等について審議した。 

（５）教育委員・民生委員児童委員・学校長合同会議 

    教育委員・民生委員児童委員・学校長合同会議を２月２５日に開催し、要

保護及び準要保護児童生徒の認定等について協議した。 

（６）小学校統合全体会議 

    町立小学校統合全体会議を７月１８日、２年２月１９日に開催し、各部会

の協議状況・報告、校歌の最終決定を行った。 

（７）就学援助及び奨励事業 

   ・要保護及び準要保護児童生徒就学援助費 

     小学校 要保護児童   ０人 

         準要保護児童  ９人 ６５０，３７１円 

     中学校 要保護生徒   ０人 

         準要保護生徒  ７人 ７１２，５６０円 

   ・特別支援教育就学奨励費 

     小学校  ５人 １４５，３２５円 

     中学校  ３人 １７３，４６０円 

（８）奨学資金利子補給事業 
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   ３１件 対象額 ３６，２２４，０４７円 利子補給額 ５５５，４８７円 

（９）奨学基金事業 

   奨学生 １人 奨学金 ５００，０００円 

（10）補助金の交付 

東庄町教育研究協議会事業        ４００，０００円 

   東庄中学校生徒通学用ヘルメット購入事業 １２８，７２６円 

   東庄中学校社会体験学習事業       １３５，０００円 

   地域学校安全推進事業          １００，０００円 

   町立小学校閉校事業         ５，０００，０００円 

（11）学校給食費助成事業 

   給食費助成事業（小学校）       ２３，６９１，７９０円 

   給食費助成事業（中学校）       １５，５０４，７８８円 

   給食費助成事業（幼稚園）        ２，８９０，３００円 

（12）主な工事関係契約 

工事名 工事場所 契約金額（円） 

南校舎空調設置工事 

（平成 30 年度から繰越） 
東庄小学校 

契約 20,822,400 

支払 20,822,400 

技術棟等解体工事 

（平成 30 年度から繰越） 
東庄中学校 

契約 57,947,400  

支払 37,057,400 

技術棟廃棄物撤去工事 

（平成 30 年度から繰越） 
東庄中学校 

契約  2,700,000  

支払  2,700,000 

技術棟等解体工事に伴う電柱建替工

事 

（平成 30 年度から繰越） 

東庄中学校 
契約   723,600 

支払   723,600 

駐輪場等整備工事 

（平成 30 年度から繰越） 
東庄中学校 

契約 83,425,680 

支払 50,435,680 

駐輪場等整備追加工事 

（平成 30 年度から繰越） 
東庄中学校 

契約   988,200 

支払   988,200 
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空調設置工事 

（平成 30 年度から繰越） 
東庄中学校 

契約 82,500,000 

支払 82,500,000 

仮設エアコン設置工事 

 
神代小学校 533,520 

仮設エアコン設置工事 

 
橘小学校 761,400 

仮設エアコン設置工事 石出小学校 763,560 

空調電源仮設配線工事 
神代・橘・石

出・東城小 
1,166,400 

樹木伐採及びフェンス工事 東庄小学校 4,434,100 

北校舎大規模改修等工事 東庄小学校 236,658,400 

１階廊下床張替工事 東庄中学校 1,190,000 

備品移設工事 東庄小学校 3,135,000 

駐輪場等整備付帯工事 東庄中学校 1,177,000 

通学バス乗降場等工事 東庄小学校 31,768,000 

体育館舞台幕取替工事 東庄小学校 894,300 

樹木伐採工事（台風 15 号） 笹川小学校 502,700 

天井防カビ剤塗装工事（台風 15 号） 東庄中学校 693,000 

東門門扉取替工事 東庄小学校 2,695,000 

駐輪場災害復旧工事（台風 15 号） 東庄中学校 4,383,500 

駐輪場転倒防止工事 東庄中学校 918,500 

屋内運動場放送設備更新工事 東庄小学校 3,025,000 

インターホン設備入替工事 東庄小学校 9,020,000 

大規模改修追加工事 東庄小学校 814,000 

プール給水管設置工事 東庄小学校 781,000 

樹木伐採工事 こども園 540,000 
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総 合 評 価 Ａ 目標達成に向けて順調に進んでいる 

評 価 所 見 

教育施策については、千葉県教育委員会が提示した「平成 

３１年度学校教育指導の指針」に基づいて実施した。 

小学校外国語及び外国語活動では、実施する時間全てに日本

人英語講師を配置し、学級担任を主としながら、児童が外国語

に慣れ親しみ、コミュニケーション能力の素地を養えるように

した。また、１～２年生についても外国人講師（ALT）を派遣

し発達段階に応じて外国語や外国の文化に親しめるようにし

た。 

 指導主事制度を生かし、教師の指導技術の向上を図り、児童

生徒に確かな学力をつける取組を行なった。教育事務所の指導

室訪問、管理課訪問、各校からの要請等に応じての学校訪問を

実施し、教育課程の実施状況を確認し、協議・指導を通して学

習指導要領の趣旨を生かした授業づくり、学校づくりを図った。

また、教職員の勤務の状況についても確認し、不祥事根絶、働

き方改革への取組、ストレスチェックの実施等を含め、適切な

服務、職場環境の改善が行われるように指導を行った。 

 全教職員を対象とした夏季研修会（プログラミング教育・Q-U

テストの結果活用）を実施し、各校の向上を図った。今後、１

小学校・１中学校となり実施方法や内容について、改善を図る

必要がある。 

幼・小、小・中の連携を強化し、スムーズな進学ができるよ

うに交流活動をより多く取り入れた。幼稚園児の小学校訪問や

運動会での交流、教員がお互いの授業、活動参観を行い意見や

情報交換をすることにより園児が小学校について知り、園児と

児童が互いに知り合えるようにすることができた。小学校６年

生は中学校体験を実施した。中学校での生活や学習活動、部活

動に触れ、疑問や不安の解消を図るとともに、中学校入学への

意欲、心構えを作れるようにした。 

増加傾向である不登校児童生徒に対し、集団生活への適応力

の向上を図り、在籍する学校へ自信を持って復帰できるよう、
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関係機関との連携を密にし、支援の方向性について共通理解を

図っている。また、今年度からスクールカウンセラーを小学校

に配置し相談体制の一層の充実・強化を図った。 

安全・安心な環境づくりと、子どもの危険予測能力・回避能

力を育成するため、各校において、危機管理マニュアル等につ

いて再度確認し、地震等の緊急時に安全な対応ができるように

するとともに、避難訓練を定期的に実施した。通学路の合同点

検や、スクールバス運行に向けての乗降場所の決定・安全走行

の確認・対策など関係機関と協議を行った。 

児童生徒が生命について理解し、健全で自律した行動がとれ

るように、保護者を含めた関係者が連携し、児童・生徒・保護

者・関係者の意識を高め、発達段階に応じた思春期講演会を行

う等、思春期保健体制づくりを目指した。１２月にはいじめ防

止等のための基本方針を定めた。 

計画的な就学指導の実施については、特別支援学校コーディ

ネータを依頼し幼保・学校・健康福祉課との連携を密にし、早

期からの計画的な就学指導を実施し、一人ひとり、適切な就学

指導の実現に努めた。また、特別に支援を要する児童には介助

員や学習支援員、言語指導員を配置し、個のニーズに応じた支

援を行うことにより、一人ひとりの個性・能力が適切に伸びて

いけるように配慮した。 

「東庄町立小学校統合計画」に基づき、東庄町立小学校統合

全体会議、及び作業部会を開催した。最終年度となり子細な部

分での協議調整、教育環境の整備を行った。昨年度に引き続き

児童交流事業も実施し統合への不安感を除いた。 

認定こども園は４月からスタートし、順調に運営できている。

社会環境の変化等に伴い子育て環境も多様化しておりその中で

の新たな課題も発生している。総合的に対応できる教員を目指

し研修等実施したい。 

新型コロナウィルス感染予防のため、令和２年３月２日から

小・中学校を臨時休業とした。それに伴い各種行事の見直しや、
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中止・縮小措置をとった。 
評価指標：Ａ 目標達成に向けて順調に進んでいる 

    Ｂ 一部に課題が認められるが概ね目標に進んでいる 

    Ｃ 課題が生じ目標達成は困難である 

 

Ⅲ 生涯学習 

１ 教育施策 

○ 誰でも生涯学習に参加し、いつでも学ぶことのできる環境づくり 

○ 多様な価値観にあわせた生涯学習の機会の提供 

（１）青少年の健全育成 

子どもたちの地域への愛着と誇りを育み、地域社会の一員としての自覚を

高めるため、地域学習を推進する。 

多くの子どもたちが興味をもって参加できる事業の開催や、子ども会活動

などの青少年関係団体育成を図り、青少年の健全育成を推進する。 

（２）生涯学習推進体制の確立 

住民のさまざまな学習意欲を満たす各種講座を積極的に開催するととも

に、小・中学生の保護者を対象とした子育ての場として、家庭教育学級の充

実を図る。また、公民館や図書館の利用促進により、生涯学習を推進する体

制を構築する。 

（３）スポーツ・レクリエーションの推進 

競技としてのスポーツに取り組む子どもたちのために、スポーツ少年団な

どへの支援を行うとともに、町内のスポーツ施設や学校体育館などを活動の

場として活用できるよう施設の整備を図る。また、町外からのスポーツ合宿

による交流を推進する。 

レクリエーションとしてのスポーツについては、住民の健康づくりやコミ
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ュニティ醸成など、多様な効果が期待できる意義深いものであることから、

関係団体などと連携しながら、誰でも気軽にできる軽スポーツの活動支援や

イベント開催などを推進する。 

（４）芸術・文化活動の展開 

文化協会や自主活動団体による芸術・文化活動を支援するとともに、成果

を発表する場を設けることにより、活動の活発化を図る。そして、芸術・文

化に関する意識を高揚し、地域文化の育成を進める。 

（５）文化財の保護と活用 

文化財の調査・研究を推進し、郷土芸能などの無形民族文化財を維持して

いくため、後継者育成などの取組を進めていく。 

文化財の保護と活用を図り、案内板の設置等によりＰＲを行うとともに、

本町の歴史や文化財を次世代に伝承する手段として、観光ボランティアとの

協働で史跡等を巡る活動などの取組を実施する。 

２ 本年度の重点目標 

（１）生涯学習の推進を図る。 

   子ども名作劇場の開催 

   青年サークルの立ち上げ 

   障害者の青年講座 

   スポーツ団体の強化                                   

（２）公民館活動の活性化を図る。 

文化事業内容の検討 

   新しい講座の開設と自主団体の育成 

（３）社会教育施設の活用を図る。 

   公民館・公民館分館・図書館・宮野台運動公園・東城グラウンド・町民体育
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館・スポーツ広場・弓道場の利用を促進するための予約システムを導入する。 

（４）図書館の利用促進を図る。 

   行政ポイントの付与 

   図書館だよりの発行 

３ 具体的な実践と協議内容 

（１）子どもまつり、各種スポーツ大会、町民運動会、文化祭、コジュリンマラソ

ン大会等への参加促進 

（２）各講座における新規利用者の開拓 

（３）外部団体の自主運営の促進 

（４）中高生が参加できるイベントや講座等の開催 

（５）社会教育施設の老朽化に伴う整備  

４ 生涯学習の推進 

（１）実施事業 

   第４５回東庄町文化祭 １１月３日 公民館 入場者４,８００人 

   コジュリン通学合宿 １１月２４日～２６日 公民館 参加者１４人 

東庄町成人式 １月１２日 公民館 該当者１３６人うち出席者１０５人 

（２）東庄町文化協会 

   定期総会 ４月１７日 公民館 

   会報「東庄文化」第３５号 ５月発行（４，７００部） 

   文化のつどい ６月２３日 公民館 参加者５００人 

（３）東庄町子ども会育成連合会 

   定期総会 ４月１３日 公民館 

   第２０回 子どもまつり ５月６日 公民館 入場者８００人 

   子ども会キャンプ ６月８～９日 茨城県立さしま少年自然の家 参加者 
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６３人 

子どもスポーツ大会 １０月２０日 笹川小体育館 参加選手３００人   

（４）東庄町杉の子サークル 

   総会 ５月６日 公民館 

   クリスマス会 １２月７日 公民館 参加者５７人 

（５）東庄町青少年相談員連絡協議会 

   第 20 期委嘱式並びに総会 ４月１８日 公民館 

環境美化活動 ６月２２日 町児童館 

青少年のつどい子ども名作劇場「ピーターパンとウェンディ」 ８月２５日 

公民館 入場者３７１人     

   青少年のつどい香取地区大会 ２月１５日 香取市民体育館 参加選手４

チーム ４２人 

（６）東庄町社会教育委員会議 

東庄町社会教育委員会議委員の異動があったため、４月に３人の委嘱を行

い、令和元年９月１５日より令和３年９月１４日までの任期で１５人を委嘱

し、９月２４日に議長・副議長を選出した。その後２月６日の第２回社会教

育委員会議では、社会教育全般の計画等について審議した。 

（７）町補助金の交付 

  東庄町文化協会事業       ２５０，０００円 

   東庄町ＰＴＡ連絡協議会事業   １６０，０００円 

   東庄町子ども会育成連合会事業   ９５，０００円 

   単位子ども会育成費（１２団体） １８０，０００円 

   東庄町青少年相談員連絡協議会  ３５０，０００円 

   東庄町杉の子サークル育成会事業  ６０，０００円 
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（８）主な工事関係契約 

工事名 工事場所  契約金額（円） 施工業者 

公民館正面玄関自動ドア交

換 
公民館 722,520 ナブコシステム（株） 

公民館正面玄関軒天改修工

事 
公民館 2,640,000 石井工業（株） 

町民体育館外壁補修工事 町民体育館 4,690,400 石井工業（株） 

 

総 合 評 価 Ａ 目標達成に向けて順調に進んでいる 

評 価 所 見 

青少年の健全育成を図るための事業を展開し、多くの参加者

があった。特に青少年のつどいは昨年までの大会を変更して、

劇団による子ども名作劇場は新たな演劇鑑賞の機会と情操教育

の場として提供できた。今後も、東庄町子ども会育成連合会、

東庄町杉の子サークル・杉の子サークル育成会、東庄町青少年

相談員連絡協議会等の団体が連携を図る場となるよう思案する

ともに、その活動を支援する必要がある。 

第４５回東庄町文化祭の開催では、ふれあいまつりの会場縮

小のこともあり入場者は前回より若干減少したが、東庄町文化

協会加盟団体が参加し、芸術・文化活動の推進が図られた。今

後も、文化協会等の団体育成を図る必要がある。 

評価指標：Ａ 目標達成に向けて順調に進んでいる 

    Ｂ 一部に課題が認められるが概ね目標に進んでいる 

    Ｃ 課題が生じ目標達成は困難である 

 

５ 東庄町公民館の運営 

（１）主催事業 

   少年講座  ２講座 

① 子ども書道教室 ３３回（第２・３・４土曜日） 憩いの里・公民館  

受講者者６６人（新型コロナウィルス感染症対策により３月は自宅学習） 

② 子ども絵画教室１７回 公民館 受講者１６人 
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  親子講座  親子パン作り教室 １回 公民館 受講者９組 

成人学級  ８講座 

① 生け花教室 １４回 公民館 受講者９人 

② 英会話教室 ２７回 公民館 受講者１５人 

③ ペン字教室 ７回 公民館 受講者１９人 

④ 大人の書道教室 １４回 公民館 受講者２０人 

⑤ 初心者向け料理教室 １３回 公民館 受講者１２人 

⑥ かごあみ教室 ３回 公民館 受講者１１人 

⑦ カラオケ教室 １５回 公民館 受講者１８人 

⑧ 青年サークル ５回 公民館 受講者１４人 

高齢者教室 ことぶき大学 １１回 受講者１５１人 

家庭教育学級 各小・中学校６学級 全２４回 受講者のべ６２７人 

公民館まつり 

２月２９日 玉川奈々福 伊丹十三賞受賞記念公演 （新型コロナウィルス

感染症対策により中止） 

 ３月１日 公民館 （新型コロナウィルス感染症対策により中止）    

（２）公民館利用状況 

東庄町公民館（本館）の利用人数は、２６，７３４人（１，３７６団体）

で、神代分館の利用人数は１，６５９人、石出分館の利用人数は４１３人と

なり、３館合計は２８，８０６人、月平均２，４０１人であった。    

（３）東庄町公民館運営審議会 

町公民館運営審議会委員の異動があったため、４月に３人の委嘱を行い、

令和元年９月１５日より令和３年９月１４日までの任期で１５人を委嘱し、

９月２４日に委員長・副委員長を選出した。その後２月６日に第２回町公民
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館運営審議会を開催し公民館事業等について審議した。 

総 合 評 価 Ａ 目標達成に向けて順調に進んでいる 

評 価 所 見 

公民館主催講座は、子どもから高齢者まで対象を幅広く実施

し、それぞれ意欲的な参加があった。神代分館は陶芸施設とし

て、石出分館は図書の貸出しを行い、公民館本館と２分館の利

用数は、平年並みであった。東城分館は放課後児童クラブ、子

育て支援センターとして活用を図った。 

また今後の利用者の利便性や、利用促進するために公民館本

館の予約システムを導入した。 

 公民館定期利用団体は活発に活動し、公民館まつりで日頃の

学習成果を発表する予定であった。前日には公民館まつりを盛

り上げる企画として、昨年度に引き続き浪曲師の玉川奈々福さ

ん、玉川太福さんの記念公演を予定していたが、新型コロナウ

ィルス感染予防により公民館まつり関係は全て中止となった。 

今後、分館を含めそれぞれの公民館の特性を生かした、新し

い主催講座等を開設するなど、新規利用者や男性の利用促進等

多様なニーズに対応した取組と、団体等の育成に努めることが

必要である。 

評価指標：Ａ 目標達成に向けて順調に進んでいる 

    Ｂ 一部に課題が認められるが概ね目標に進んでいる 

    Ｃ 課題が生じ目標達成は困難である 

 

６ 東庄町図書館の運営 

（１）実施事業 

子ども読書の日スタンプラリー ４月１４日～５月１３日 参加者３０人 

子ども読書の日イベント「おはなし会」 ５月６日 公民館 参加者２３人 

影絵芝居公演「けらら姫とガジャ」 ５月６日 公民館 入場者４９人 

県立図書館巡回企画展「オリンピック・パラリンピック展」 ９月２６日～ 

１０月２４日 

秋の読書スタンプラリー １０月１８日～１１月１６日 参加者６４人 
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図書館だより発行 ２０１９年１０月号 

（２）図書館利用状況 

図書貸出し状況 児童貸出 ５，５８５冊、一般貸出 ９，２４０冊、 

相互協力冊数 ３７３冊、（合計１５，９９４冊）利用者は、５，３６５人 

行政ポイント 

月 冊数 ポイント 月 冊数 ポイント 

４ １１３５ ５６７５ １０ １２８０ ６５５０ 

５ ９４７ ４７３５ １１ １３３４ ６８２０ 

６ ８３９ ４２４５ １２ １０６２ ５３１０ 

７ １２２８ ６３４０ １ １０７２ ５３６０ 

８ １５３２ ７６６０ ２ １１０５ ５６７５ 

９ １１９４ ６０７０ ３ １２０５ ６０２５ 

（３）東庄町図書館協議会 

町図書館協議会委員の異動があったため、４月に３人の委嘱を行い、令和

元年９月１５日より令和３年９月１４日までの任期で１５人を委嘱し、９月

２４日に委員長・副委員長を選出した。その後２月６日に第２回町図書館協

議会を開催し図書館事業等について審議した。 

（４）図書購入費  

    図書館図書購入費は１，４７９，５７３円で、７５６冊の図書とＤＶＤ１

８本を購入した。 

総 合 評 価 Ａ 目標達成に向けて順調に進んでいる 

評 価 所 見 

東庄町図書館と石出分館の２館で図書の貸出しを行ってお

り、利用者の利便が図られている。図書購入予算も余すことなく

支出し、書籍の充実を図った。また、子どもの読書週間と、秋の
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読書週間にあわせて「読書スタンプラリー」の実施をし、返却者

へのコジュリンポイントの発行など利用者がより読書に楽しめ

る機会を設けた。県内の図書館との貸出、借用を行う相互協力も

充実してきている。 

今後、継続事業として、たんぽぽの会による「おはなし会」

や、図書館だよりの発行を増やして、子どもの読書活動推進や

利用者の拡大のための取組を継続していく必要がある。 

評価指標：Ａ 目標達成に向けて順調に進んでいる 

    Ｂ 一部に課題が認められるが概ね目標に進んでいる 

    Ｃ 課題が生じ目標達成は困難である 

 

７ 文化財の保護 

（１）実施事業 

   歴史教室 ６回 公民館 受講者のべ１６０人 

   歴史移動教室Ⅰ ６月７日 千葉市立加曾利貝塚博物館 参加者３６人 

   歴史移動教室Ⅱ ９月２０日 大原幽学記念館 参加者２９人 

「大友城址と平忠常」の案内板を設置 

（２）東庄町文化財審議会 

    町文化財審議会を１１月２０日に開催し、委員長・副委員長を選出した。

また、文化財案内看板等について審議した。 

（３）補助金の交付 

  東庄郷土史研究会事業   １００，０００円 

笹川の神楽        １００，０００円 

総 合 評 価 Ａ 目標達成に向けて順調に進んでいる 

評 価 所 見 

郷土の歴史・文化財等を学ぶ歴史教室を開催し、県内の歴史

や文化遺産への関心と理解を深め、伝統に対する誇りと郷土愛

の精神を養うことができた。 

「大友城址と平忠常」について案内板を設置して史跡を周知
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し、また「笹川の神楽」の指定無形民俗文化財継承事業補助金

の交付を行い無形民俗文化財の保存と継承を図った。 

郷土史研究会の協力で公民館郷土資料展示室で、「東庄町の

石造物」「二十四孝彫刻写真の展示」を開催し、資料が広く一

般に公開され、それぞれの様子について周知することができた。 

今後も、引き続き文化財の調査と保護体制の充実を図る必要

がある。 

評価指標：Ａ 目標達成に向けて順調に進んでいる 

    Ｂ 一部に課題が認められるが概ね目標に進んでいる 

    Ｃ 課題が生じ目標達成は困難である 

 

８ スポーツ・レクリエーションの推進 

（１）大会や行事、主催教室の実施 

第３３回町民バスハイキング ５月２０日 御岳山 参加者１１６人 

第３７回東庄町民ゴルフ大会 ５月３０日 東庄ｺﾞﾙﾌ倶楽部 参加者７３人 

第２０回東庄町民ヘルスバレーボール大会 ６月１６日 笹川小体育館 

参加１８チーム１３５人 

第３８回東庄町民体育大会 ７月７日 町民体育館他 参加選手１９９人 

第５８回東庄町町民運動会 １０月１３日 東庄中学校 （台風１９号によ

り中止） 

第２９回香取地区スポレク中央祭 １１月１０日 多古町民体育館 町代

表選手３３人 

２０１９コジュリンマラソン大会 １２月１５日 参加選手３６６人 

主催教室 

① 第１回スポーツ教室「親子で目指すスポーツ選手への道のり」 受講者

２５人 

② 第２回スポーツ教室「ボッチャルール講習会」 受講者２０人 
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③ らくらくフィットネス教室 １４回 公民館 受講者２３人 

④ 健康体操教室 １４回 公民館 受講者１７人 

⑤ 第３回スポーツ教室「少年少女スポーツ指導者講習会」（新型コロナウ

ィルス感染症対策により来年度へ延期） 

（２）社会体育施設利用状況 

   宮野台運動公園野球場 利用人数 ３，９８７人（１６８回数） 

   宮野台運動公園テニスコート 利用人数 ２，２７８人（３８５回数） 

   東城グラウンド 利用人数 ２，６７５人（９７回数） 

   町民体育館 利用人数 ９，９９０人（１，０５６回数） 

   スポーツ広場グラウンドゴルフ 利用人数 ２，０９０人（２０８回数） 

   スポーツ広場弓道場 利用人数 １，５７３人 ３３４日 

（３）東庄町体育協会 

総会 ４月２７日 公民館 

郡民体育大会に８競技実施及び出場、県民体育大会に４競技出場。 

（４）東庄町スポーツ推進委員会 

    第１回町スポーツ推進委員会を５月８日に開催し、以降９月２４日、１２

月４日、１月２９日の４回の会議で社会体育の指導・計画等について審議し

た。 

（５）東庄町スポーツ推進審議会 

第１回町スポーツ推進審議会を７月１２日に開催し、消費税の改定に伴う

町スポーツ施設の使用料改定や、小・中学校施設開放の電気代改正、また第

５８回東庄町町民運動会実施計画について審議した。 

令和元年９月１５日より令和３年９月１４日までの任期で１５人を委嘱

し、１１月２１日の第２回町スポーツ推進審議会にて委員長・副委員長を選
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出した。その後、２月６日に第３回町スポーツ推進審議会を開催し、社会体

育事業等について審議した。 

（６）東庄町スポーツ少年団 

   第２回町スポーツ少年団サッカー交流会（講師：鹿島アントラーズ 中田

CRO）８月１７日 東城グラウンド 参加児童７０名・少年団コーチ１０名 

代表者会議 １月２９日 公民館 ５団体 

（７）2019 コジュリンマラソン大会実行委員会  

会議を９月２４日、１２月４日、１月２９日の３回開催し、円滑な大会運

営が出来るように話しあった。 

（８）町補助金の交付 

  東庄町体育協会事業 ５００，０００円 

総 合 評 価 Ａ 目標達成に向けて順調に進んでいる 

評 価 所 見 

 各種大会・行事等を開催し、スポーツ活動の推進、普及に取

り組んでいる。また、健康づくりの４教室はどれも意欲的な参

加であった。 

 コジュリンマラソン大会については、元日本代表サッカー選

手をゲストランナーとして招聘するなど、より一層のスポーツ

活動の推進、普及に向けて関係団体の支援や協力により大会を

運営していた。今後、閉校後の体育館利用も含めて町民へ運動

の場を提供するために予約システムを導入し、利用者の利便性

や利用促進を図る。 

しかし、新型コロナウィルス感染症対策による小中学校の休

校に伴い、学校施設開放の３月中止や、町内での感染者確認を

受けて全ての施設の利用中止などがあった。今後も新型コロナ

ウィルス感染症予防での厳しい状況下ではあるが、対策を施し、

各種大会・行事等についても充実を図るとともに、スポーツ少

年団などによる青少年の健全育成を支援していく必要がある。 

評価指標：Ａ 目標達成に向けて順調に進んでいる 
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    Ｂ 一部に課題が認められるが概ね目標に進んでいる 

    Ｃ 課題が生じ目標達成は困難である 

 

Ⅳ 学校給食センター 

学校給食センターは、東庄町立小学校、中学校及びこども園の学校給食用物資

の調達、調理、配送並びに学校給食費徴収その他必要な事務及び事業を行なった。 

１．学校給食センターの運営 

（１）主な取組み 

    日本人の食文化の中心となってきた米を中心とした食生活を再認識する

ために、正しい豊かな米飯のとり方を身につけさせることを目的として実施

した。 

    学校給食は学校教育の一環であり、食に関する指導の充実を図る。栄養士

による定期的な学校訪問等を実施した。 

    献立内容は、それぞれの栄養所要量に基づき四段階とし、栄養の確保に重

点をおいて実施した。 

    食事内容は、必要とされる栄養量が満たされ、きめられた食材費の範囲の

中で衛生的に安全で量的にも満足されるものとした。 

    地産地消(千産千消)による献立づくりを行った。 

（２）学校給食期間 

   １学期 ４月９日から ７月１８日 

   ２学期 ９月３日から１２月２０日 

   ３学期 １月７日から ２月２８日 （３月 臨時休校） 

（３）こども園・小・中学校の学校給食数・日数 

  月 給食数（食） 給食日数 一日平均食数 

４月 １４，２２１ １４ １，０１６ 

５月 ２０，５１４ １９ １，０８０ 
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６月 ２２，２０９ ２０ １，１１０ 

７月 １４，６２３ １３ １，１２５ 

９月 １５，４８７ １５ １，０３２ 

１０月 ２２，８６８ ２１ １，０８９ 

１１月 ２１，５６８ ２０ １，０７８ 

１２月 １６，０７５ １５ １，０７２ 

１月 １９，４３４ １８ １，０８０ 

２月 １９，５８４ １８ １，０８８ 

３月 ０ ０ ０ 

合 計 １８６，５８３ １７３ １，０７９ 

（４）学校給食費 

   こども園 日額２６０円 月額４，５００円 ※年額４５，０００円 

   小 学 校 日額２６０円 月額４，５００円 ※年額４５，０００円 

   中 学 校 日額２８９円 月額５，０００円 ※年額５０，０００円 

   ※年額 ３月分給食費調定なし 今年度は１０か月分 

（５）東庄町学校給食センター運営委員会 

    東庄町学校給食センター運営委員会を７月１８日、２月２５日の２回開催

し、学校給食センターの運営状況・計画等について説明を行なった。また、

新東庄町学校給食センター整備計画について説明を行なった。 

（６）新東庄町学校給食センター建設 

    建設・厨房設備設置工事及び工事監理業務委託契約・給食用備品の購入を

行なった。建設関係業者と定期的に打合せを行い、令和２年９月稼働に向け

事業を進めた。 

総 合 評 価 Ａ 目標達成に向けて順調に進んでいる 

評 価 所 見 

 学校給食は、米飯給食を基本とし、地産地消(千産千消)によ

る献立づくりの推進を図っている。 

食事内容は、必要とされる栄養量が満たされており、衛生的

に安全で量的にも満足されるものが提供されている。 

 今後も安全な学校給食実施のため、夏休み等を中心として職

員の研修等への積極的な参加が望まれる。 
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２回の東庄町学校給食センター運営委員会において、新給食

センターの整備業況について説明があった。 

令和２年９月の新給食センター稼働に向けての準備の必要が

ある。 

評価指標：Ａ 目標達成に向けて順調に進んでいる 

    Ｂ 一部に課題が認められるが概ね目標に進んでいる 

    Ｃ 課題が生じ目標達成は困難である 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


